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1. はじめに 

 教育基本法の改定により教育現場では「知

識・技能」に加え，「思考力・判断力・表現

力」や「主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度」の育成も求められている[1]．「思考

力・判断力・表現力」を育むためには観察・実

験など知識・技能を活用する学習活動を充実さ

せる必要があるとされており[2]，これらの能力

を評価する方法が検討されている[3]． 

 一方，学習者が問題を作成して学習する作問

学習は，適切な出題箇所を選定し，問題文や解

説文を解答者に誤解を与えないように記述する

必要があるため，「知識・技能」だけでなく，

「思考力・判断力・表現力」などの向上に役立

つと考えられる[4]．また，農業高校で行われて

いる農業実習には，生徒が自ら考え，判断しな

ければならない場面が多々ある．そこで本研究

では，農業実習時の「思考力・判断力・表現

力」の育成を目的とし，作問学習を取り入れた

農業実習モデルと作問学習システムを提案する． 

2. 関連研究 

 有定らは高等学校理科教育において思考力・ 

判断力・表現力を育成するための効果的な授業

改善の方策の検討・実践や，思考力・判断力・

表現力を測定するための独自テストを提案した

[5]．授業実践では，理科の授業において言語活

動を重視したアクティブ・ラーニングの効果が

示されていた．一方，思考力・判断力・表現力

を測定するための問題は今後も検討が必要であ

ることが指摘されている． 

3. 作問学習を取り入れた農業実習の提案 

 図 1 に本研究で提案する作問学習を取り入れ

た農業実習モデルの概要を示す．実習の前に教

員は作問を行う上で必要になる問題テンプレー

トを作成する．これにより，生徒がどの視点で 

 

作問を行えばよいか，作問の方針を提示する．

生徒は実習中に判断の難しい場面をスマートフ

ォンのカメラで撮影し，作問に活用する素材を

集める．実習後の授業で撮影した画像を活用し

た適切な農作業の判断を問う問題を作成し，作

成した問題をクラス全体で解答する． 

 
図 1 作問学習を取り入れた農業実習モデル 

 

4. システムの開発 

 図 1 の農業実習モデルを支援するための作問

学習システムを開発した．開発言語には PHP，

HTML，JavaScript，CSS3 を用い，データベース

に MySQL を用いて Web アプリケーションとして

開発した．また，農地での利用も想定している

ため，スマートフォンの画面サイズに対応した

レスポンシブデザインとした．図 2 にシステム

概要を示す． 

教員は農作業実習前に問題テンプレート登録

機能を利用して問題テンプレートを登録する．

作問機能では，実習時に撮影した画像を利用し

て教員が作成したテンプレートをもとに問題を

作成・登録できる．解答機能は生徒が作成した

問題を解答できる機能である．解答機能の中で

は他者の解答と自分の解答を比較する機能もあ

る．振り返り機能は，自身が作成した問題の解

答状況等を閲覧し，自身が行った農作業が適切

であったかを振り返る時に利用する． 

5. 作問学習を取り入れた農業実習の実践 

5.1 実践概要 

 本稿で提案した作問学習による効果の検証を

目的とした授業を行った．今回の実践では， 
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図 2 作問学習システムの概要図 

 

システムを利用せず，パワーポイントを用いて

提案モデルに沿った作問学習を行った． 

5.2 実践の対象 

本実践は岩手県立盛岡農業高等学校植物科学

科 2 年生のリンゴの農業実習を対象とした．こ

の学科の果樹専攻班（12 名）は週に 3 時間ある

リンゴの農業実習の他に，4 時間果樹に関する実

習や授業を行っている．この 4 時間を使って作

問素材の収集や作問を行った．作成された問題

は植物科学科 2 年生 40 名(果樹専攻班 12 名を含

む)が解答した． 

5.3 実践スケジュール 

 2017 年 6 月 19 日に作問素材の撮影(2 時間)，

9 月 4 日から 10 月 11 日にかけて作問演習(3 時

間)，10 月 12 日にクラスでの解答(1 時間)を行

った． 

5.4 作問学習 

 果樹専攻班（12 名）はそれぞれが担当してい

る木の摘果作業前後の様子（8 問），病気の木や

葉の画像（7 問），その他には品種，蜂の巣，薬

剤，害虫を撮影している生徒もいた．撮影した

画像はパワーポイントを使い 3 時間かけて問題

にした．作成された問題は植物科学科 2 年生 40

名が解答した． 

5.5 授業後アンケート 

 クラスでの解答後に作問者，解答者にアンケ

ートを実施した．アンケート内容は思考力につ

いて 3 問，判断力について 2 問，表現力につい

て 2 問，その他の本演習について 7 問の計 14 問

を設けた．その一部の例を表 1 に示す．表 1 の

平均値，標準偏差はそれぞれ，5 段階評価（1 が

とてもそう思わない，5 がとてもそう思う）の回

答結果を点数化したものである．思考力，判断

力についてはどちらも 4.5 以上であったため，

本稿で提案した学習モデルは生徒の思考力・判

断力の向上に結びついたと考えられる．一方で，

表現力は 2.82 とあまり高い結果ではなかった．

理由として，授業内で他者と意見を交換する場

面が設けられなかったことが考えられる．また

授業終了後，担当教諭にヒアリングを行った結

果，普段は受動的な生徒が能動的に授業を受け

ていた点，作問によって学習データを蓄積でき

る点が良かったという意見を得た．  

表 1 アンケート結果 

 

6. まとめ 

 本稿では，農業実習時の「思考力・判断力・

表現力」の育成を目的とし，作問学習を取り入

れた農業実習モデルを提案し，高校の授業で実

践した．また，作問学習システムを提案・開発

した．今後は高校と連携を取りながら実習現場

で本システムを利用した作問学習を行い，シス

テムの有効性を評価する． 
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アンケート内容 平均

値 

標準

偏差 

今日の授業で出題された問題を解

答したことで、今後、農作業をす

る際に参考になる学びがありまし

たか？（思考力） 

4.64 0.48 

農作業時に判断が難しかった場面

を撮影し、撮影画像を利用して問

題を作成（選択肢、解答、解説の

作成も含む）したことで、正しい

判断を身につけられるようになり

ましたか？（判断力） 

4.55 0.66 

自分の解答と問題の答えが違う場

合、自分の考えを他者に説明でき

ましたか？（表現力） 

2.82 1.08 
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